
1

２００８年５月１３日

南海電気鉄道株式会社

新３か年経営計画新３か年経営計画
＆＆

２００８年３月期決算説明会２００８年３月期決算説明会
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本日の内容

１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」の総括・・・・・・・Ｐ３

２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」について ・・・・Ｐ１３

３．２００８年３月期決算の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２８

４．セグメント別の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３２
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　　前３か年経営計画
　　「進化１２３計画」 の総括
１．
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

なんばパークス全館開業2007年 4月

３か年計画「進化123計画」開始（目標：経常利益100億円→11月修正130億円・有利子負債残高5300億円以下）　　　　　4月

南海サウスタワーホテル大阪の営業を譲渡（直営から賃貸に）2003年 9月

タクシー事業の譲渡を皮切りにグループ会社の整理を開始（2008年3月までに51社を整理）　　　　 3月

「進化123計画」の目標を達成（経常利益189億円・有利子負債残高5023億円、５円に復配を予定）2008年 3月

希望退職の実施や退職金制度の改定など人件費の構造改革を実行　　　　 4月

貴志川線を譲渡2006年 4月

「創生120計画」の目標達成（当期純利益77.37億円・ROE6.1％・連単倍率1.4倍・有利子負債残高5565億円）2005年 3月

なんばパークス第１期開業　　　　10月

３か年計画「創生120計画」開始（目標：当期純利益50億円・ROE4％・連単倍率1.4倍・有利子負債残高5800億円）　　　　　4月

退職給付会計基準変更時差異の一括処理や子会社の整理損等の特損計上等により当期損失551億円を計上（無配に）2002年 3月

連結経常、当期損益段階で２年連続の赤字計上（３円に減配）2001年 3月

１）　「進化１２３計画」までの経緯１）　「進化１２３計画」までの経緯
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

２）　経常利益と有利子負債残高の推移２）　経常利益と有利子負債残高の推移
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（2002年4月～2005年3月）

進化１２３計画
（2005年4月～2008年3月）

【有利子負債残高】
　（単位：百万円）

　【経常利益】
（単位：百万円）
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

２０，１００２０，２８１１８，７８３１９，１１５減価償却費

５０２，３４８

２４，８５５

１１，３６５

１８，９０９

２８，８７３

１８８，２５４

2008年3月期
実績

５０４，２００

３０，３００

１０，６００

１８，２００

２８，１００

１９３，０００

2008年3月期
予想（10月）

６，２４２△　６，５４３当期純利益

２３，７６７２２，１８１設備投資額

５１５，１２４５３７，５９５有利子負債残高

１６，７８３１２，９２３経常利益

２６，５７４２３，５２５営業利益

１９２，９８６１９０，４５０営業収益

2007年3月期
実績

2006年3月期
実績

３）　連結業績のまとめ３）　連結業績のまとめ （単位：百万円）

※2008年3月期目標　経常利益130億円、有利子負債残高5300億円以下
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

　

１８８，２５４

（２３，０７６）

４，０３４

３４，５２５

２９，８２６

２５，３７４

３１，５６０

８６，０１０

２００８年３月期

実績

１９３，０００

(２２，１００)

４，３００

３８，３００

２９，１００

２５，７００

３２，１００

８５，６００

２００８年３月期

予想（１０月）

１９０，４５０

(２７，７３６)

４，４７３

４６，９７８

２８，３６５

２８，２０９

２５，５０７

８４，６５１

２００６年３月期

実績

１９２，９８６

(２５，９６２)

４，３９２

４９，６８１

２８，０５７

２６，６１３

２５，０７８

８５，１２６

２００７年３月期

実績

合　計

消去又は全社

その他の事業

建設業

レジャー・サービス業

流通業

不動産業

運輸業

営業収益

４）　営業収益及び営業利益の内訳４）　営業収益及び営業利益の内訳

２８，８７３

（２３）

３１２

△　４５

１，３２８

２，３９３

１０，９０２

１４，００４

２００８年３月期

実績

２８，１００

(２００)

３００

４００

１，１００

２，１００

１１，０００

１３，４００

２００８年３月期

予想（１０月）

２３，５２５

(２１１)

２２７

７１６

１，５０３

１，８８４

８，４５６

１０，９４７

２００６年３月期

実績

２６，５７４

(１６７)

３３８

７１８

１，１７７

１，４８８

８，７２１

１４，２９７

２００７年３月期

実績

合　計

消去又は全社

その他の事業

建設業

レジャー・サービス業

流通業

不動産業

運輸業

営業利益

（単位：百万円）
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括
　　

５５，１３２

２４，００５

３１，１２７

２３３，６０５

１４３，２７５

９０，３３０

実績

2008年3月期

０．９％

０．５％

１．２％

０．８％

０．６％

１．２％

増減率

５５，２０７

２３，８８０

３１，３２７

２３３，０１４

１４２，３２６

９０，６８８

2008年3月期
予想（10月）

2007年3月期2006年3月期

△０．６％

０．１％

△１．２％

△０．５％

０．２％

△１．８％

増減率

５４，５６０

２４，２９３

３０，２６６

２３３，７６２

１４５，１８１

８８，５８１

実績

０．１％

△１．７％

１．６％

△０．９％

△１．９％

０．７％

増減率

５４，６３９合　計

２３，８８８定　期

３０，７５０定期外

旅　

客　

収　

入　

２３１，６６２合　計

１４２，４２５定　期

８９，２３７定期外
輸　

送　

人　

員　

実績

（千人）

（百万円）

５）　鉄道輸送人員と旅客収入の推移５）　鉄道輸送人員と旅客収入の推移
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

　　

①空港アクセスの強化のためダイヤ改正を実施（2005年11月）

②貴志川線を和歌山電鐡に営業譲渡（2006年4月）

③ＩＣカード乗車券を導入（2006年7月）、
　 ＩＣ定期券を発売（2007年4月）

その他の運輸業

①南海淡路ライン（泉佐野～津名港航路）を営業終了（2007年2月）

②南海バスが大阪市交通局・井高野営業所の路線バス業務を受託（2007年4月）

③堺市東西鉄軌道（ＬＲＴ）事業の経営予定者に決定（2007年6月）

鉄道事業

６）　運輸業　ＴＯＰＩＣＳ６）　運輸業　ＴＯＰＩＣＳ

空港特急ラピート(左）と特急サザン
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

　　

①なんばパークスを全館開業（2007年4月）

②なんばＣＩＴＹをリニューアル
　　（ﾒﾝｽﾞｿｰﾝ2006年9月、ﾚｽﾄﾗﾝｿﾞｰﾝ2007年6月）

③南海ビル、難波駅の改造に着手（2009年秋完成予定）　

ターミナル開発

７）　不動産業、流通業　ＴＯＰＩＣＳ７）　不動産業、流通業　ＴＯＰＩＣＳ

住宅開発

①林間田園都市の開発計画を一部凍結（2007年1月）

②堺東駅前のマンション用地を売却（2008年3月）

③「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用

　　（2007年4月）　 なんばパークス
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

　　

①葬祭事業に参入
　　（１号店2006年3月、２号店2007年5月）

②指定管理者制度に基づき
　公営施設の運営受託開始（2006年4月） 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

③ホテル・旅館業を整理
　　・ホテルリーヴァ南海（2006年3月）
　　・ ホテル南海なんば（2006年12月）、
　　・観光旅館「萬波」（2007年3月）

④場外舟券売場「ボートピア梅田」を運営受託
　　（2007年3月）　

８）　レジャー・サービス業　ＴＯＰＩＣＳ８）　レジャー・サービス業　ＴＯＰＩＣＳ

ボートピア梅田
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１．前３か年経営計画１．前３か年経営計画 「進化１２３計画」「進化１２３計画」 の総括の総括

　　

９）　沿線　ＴＯＰＩＣＳ９）　沿線　ＴＯＰＩＣＳ

①なんばに新しい商業施設が開業（ヤマダ電機2006年3月、なんばマルイ2006年9月）

②関西国際空港第２滑走路が供用開始（2007年8月）

③阪神なんば線が延伸（2009年春開業予定）

④髙島屋大阪店が増床リニューアル
　（2009年秋～2010年にかけて開業予定）

⑤シャープが堺に液晶パネルの新工場を
　建設（2010年春操業開始予定）

関西国際空港

（関西国際空港用地造成株式会社提供）
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　　新３か年経営計画
　　「堅進１２６計画」 について
２．
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　
＜「堅進１２６計画」の考え方＞

　　　企業としての社会的責任を果たすとともに、企業としての社会的責任を果たすとともに、
事業の堅実な成長を成し遂げる。事業の堅実な成長を成し遂げる。

～「攻め」と「守り」両面からなる、５つの基本方針～

④有望事業の成長加速

　・不動産賃貸関連ビジネス

　・指定管理者制度関連ビジネス

⑤沿線活性化の推進

　・エリア別戦略の実施

②提供するサービスの品質向上

　・「安全」、「安心」への信頼の強化

　・サービスマインド、スキルの向上

③なんばエリアのさらなる価値向上

　・自社物件の競争力強化

　・まちづくりのコーディネート

①「環境保全」のための取組み強化

　　　・環境に優しい公共交通サービスのご利用を促進

　　　・すべての事業活動において、「環境負荷の軽減」を重視
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　

＜基本方針＞
　１．環境に優しい公共交通サービスのご利用を促進する。
　２．すべての事業活動において、「環境負荷の軽減」を重視する。

＜２０１０年度までの削減目標を設定＞
　　　　　　　　　　「今後３年間で事業活動によるＣＯ２排出量を３％削減」　

＜主な取組み＞
　１．自社所有林（愛称「なんかいの森」）を育成　（継続事業）
　　　　・総面積：約５００ｈａ　　・場所：和歌山県護摩壇山付近
　２．沿線地域での緑化ＮＰＯ、アジアでの植林ＮＧＯ等を支援
　　　①ミナピタカードポイントを活用した会員・当社共同参加型
　　　②プロアマチャリティゴルフの開催（第１回：2008年6月、大阪ゴルフクラブ）
　３．省エネ型車両の導入
　　　　・省エネ型鉄道車両　４２両　　・低燃費バス　２４０両
　４．太陽光発電の試験利用
　　　　・泉佐野駅（2008年）、以降順次設置

①「環境保全」のための取組み強化①「環境保全」のための取組み強化
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

＜基本方針＞

１．当社グループの全事業のベースとなっている「安全・安心」を第一として、商品・
　サービスの提供に取り組む。　
２．お客さまに高品質なサービスを提供できるよう、サービスマインド、サービススキル
　の向上を進める。

＜主な取組み＞

１．交通部門を中心とした安全教育の徹底

２．鉄道安全性向上投資の実施　（新型ＡＴＳ、運転記録装置等を順次設置）

３．鉄道における安全・安心パトロールの拡大　

４．案内サイン及び放送等の多言語化の推進

５．第三者機関によるサービスレベル評価の実施（駅、商業施設等）　　　　　

　②提供するサービスの品質向上　②提供するサービスの品質向上
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　

＜基本方針＞

１．街の独自性、「大阪らしさ」を活かしながら、多彩な都市機能が集積する街づく り を
推進　・「なにわ文化発信機能」　　　・関空直結の「ゲートウェイ機能」　等

２．南海難波駅を核に、周辺エリアとの回遊性向上及び賑わい創出

　　　　　　・南北方向の回遊性強化（近鉄難波駅～南海難波駅・なんばパークス）　等

＜主な取組み＞
１．自社物件のブラッシュアップによる競争力の強化

　　①ホテル南海なんば跡地　サービスアパートメント計画　（次々ページ参照）

　　②なんばＣＩＴＹ再生リニューアル計画　（2009年から段階実施、2010年春完成予定）
　　　　→開業３０周年を迎え、高感度で鮮度のあるブランドを導入

　　③南海会館ビル建て替え　（時期未定）

　　　　→行政との協議を経て、計画策定に着手、なんばの新たなフラッグシップに

２．なんばの街づくりを積極的にコーディネート
　　　　周辺地権者、地域団体、行政との連携強化

③なんばエリアのさらなる価値向上③なんばエリアのさらなる価値向上
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高島屋東別館

新歌舞伎座

湊町リバープレイス

なんば
パークス

駐車場

クボタ

府立
体育会館

NGK

南海ターミナルビル 難波再開発地区　計画区域

四ツ橋線
なんば駅

御堂筋線
なんば駅

近鉄・阪神なんば駅
千日前線　なんば駅

近鉄日本橋駅
千日前線・堺筋線　日本橋駅

南海
今宮戎駅

四ツ橋線・御堂筋線
大国町駅

堺筋線
恵美須町駅

阪堺線
恵美須町駅

南海難波駅

マルイ

南海ビル

南海会館ビル

スイスホテル
南海大阪

サービスアパートメント
建設予定地

駐車場
ザ・なんば
タワー

ヤマダ電機

住宅展示場

パークス
タワー

なんばエリアマップ

大阪木津地方
卸売市場

なんばＣＩＴＹ

髙島屋ＴＥ館

ＪＲ難波駅
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　

１．サービスアパートメントとは
　　　・ホテルのようなコンシェルジュ、ハウスキーピング
　　　サービスを受けられる、キッチン、家具付きの賃貸住居
２．事業目的
　　　・なんばエリアにおけるビジネスサポート機能及び宿泊機能の強化
３．主な顧客層
　　　・長期滞在型の外国人及びビジネスマン　　　
４．施設概要
　　　・ホテル南海なんば跡地（面積１，２３２㎡）に建設
　　　・地上 １３階
　　　・延床面積７，２００㎡
　　　・室数 １２０室（予定）

５．開業予定　　２０１０年秋　　

ホテル南海なんば跡地　サービスアパートメント計画について

完成予想イメージ

③なんばエリアのさらなる価値向上③なんばエリアのさらなる価値向上
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　

＜基本方針＞　　非鉄道事業分野での収益基盤の着実な拡充を進める。　　　　　　　

＜主な取組み＞

１．不動産賃貸関連ビジネスを強化　（首都圏、大阪市、堺市他。Ｍ＆Ａの検討も）

　　　・自社開発による賃貸マンション、賃貸ビルの拡充　　　
　　　・プロパティマネジメント＆ビルメンテナンスビジネスの拡充
　　　・リフォーム事業の拡充
　
２．公共サービスの民間開放関連ビジネスを強化（指定管理者制度を含む）

　　　・公営交通の受託
　　　　　　堺市内ＬＲＴ計画　　等
　　　・公営施設の運営受託、物件の購入・再生

３．その他
　　　・葬祭ビジネスの拡大（７店舗体制の確立）
　　　・新規事業への進出

④有望事業の成長加速④有望事業の成長加速
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　
＜基本方針＞
　　当社沿線を５つのエリアに区分し、各エリアの特性・情勢に応じてきめ細やかに
　施策を実行する。　

・観光関連ビジネスの強化南紀地域、徳島県南紀・徳島エリア

・ 「こうや花鉄道計画」

　　（橋本駅～高野山駅間の観光路線化）　

高野山及び周辺地域高野山エリア

・ニュータウン関連ビジネス

・林間田園都市への企業、学校誘致活動

堺市以南の高野線沿線及
び泉北ニュータウン

高野線郊外エリア

・シャープ＆関空関連ビジネスの展開

・みさき公園、大阪ゴルフクラブの整備

・和大新駅（2011年度末開業予定）
・和歌山市駅活性化計画

堺市以南の南海線沿線りんくう・湾岸エリア

・なんばエリアの価値向上

・阪堺線沿線での観光振興

大阪市南部大阪市内エリア

主要施策　（検討中を含む）対象区域エリア名

＜主な取組み＞

⑤沿線活性化の推進⑤沿線活性化の推進
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　 南海線
高野線
空港線
南海四国ライン
泉北高速鉄道

大阪市内エリア

りんくう・湾岸エリア

高野線郊外エリア
高野山エリア
南紀・徳島エリア

徳島港
和歌山港

和歌山市

和大新駅

大阪ゴルフクラブ みさき公園

泉佐野

りんくうタウン関西空港

堺

堺東

林間田園都市

橋本

高野山

難波

シャープ新工場

●御坊市

●那智勝浦町

●新宮市

大阪市内エリア
・なんばエリアの価値向上
・阪堺線沿線での観光振興

高野線郊外エリア
・ニュータウン関連ビジネス
・林間田園都市への企業、
学校誘致

高野山エリア
・「こうや花鉄道計画」
（橋本駅～高野山駅間の
観光路線化）

南紀・徳島エリア
・観光関連ビジネスの強化

りんくう・湾岸エリア
・シャープ＆関空関連ビジネスの展開
・みさき公園、大阪ゴルフクラブの整備
・和大新駅（2011年度末開業予定）
・和歌山市駅活性化計画
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　　

１０倍未満

１７０億円以上

２０１１年３月期

目　標

連結有利子負債残高

／ＥＢＩＴＤＡ倍率

連結経常利益

有利子負債リスクを見極めながら、堅実に利益を計上する。

※　ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費

　　　　最終年度（２０１１年３月期）数値目標最終年度（２０１１年３月期）数値目標
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

２８，１００３４，２００４２，８００２４，８５５設備投資額

１０．２倍

５０２，３４８

２０，２８１

１１，３６５

１８，９０９

２８，８７３

１８８，２５４

2008年3月期
実績

５００，０００５１４，８００５１６，８００有利子負債残高

１０．０倍１１．２倍１２．３倍
有利子負債残高

／ＥＢＩＴＤＡ倍率

２２，８００

１１，１００

１７，２００

２７，４００

２０４，３００

2011年3月期

９，０００１６，０００当期純利益

２２，４００２１，７００減価償却費

１３，９００１０，７００経常利益

２３，６００２０，５００営業利益

１９５，６００１９０，３００営業収益

2010年3月期2009年3月期

年度別計画年度別計画 （単位：百万円）

※設備投資額は圧縮前数値
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　

１８８，２５４

（２３，０７６）

４，０３４

３４，５２５

２９，８２６

２５，３７４

３１，５６０

８６，０１０

2008年3月期実績

１９０，３００

（２４，４００）

４，１００

４４，５００

３０，５００

２３，７００

２５，１００

８６，８００

2009年3月期

２０４，３００１９５，６００合　計

（２６，５００）（２７，０００）消去又は全社

４，７００４，７００その他の事業

４３，９００４３，８００建設業

３６，８００３５，１００レジャー・サービス業

２７，５００２４，６００流通業

３０，８００２７，０００不動産業

８７，１００８７，４００運輸業

2011年3月期2010年3月期営業収益

　　営業収益及び営業利益の内訳営業収益及び営業利益の内訳 （単位：百万円）

２８，８７３

（２３）

３１２

△　４５

１，３２８

２，３９３

１０，９０２

１４，００４

2008年3月期実績

２０，５００

（４００）

３００

９００

１，１００

７００

６，７００

１１，２００

2009年3月期

２７，４００２３，６００合　計

（４００）（４００）消去又は全社

２００３００その他の事業

７００６００建設業

２，２００２，１００レジャー・サービス業

２，４００３００流通業

９，４００８，４００不動産業

１２，９００１２，３００運輸業

2011年3月期2010年3月期営業利益
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて

　

　設備投資額及び減価償却費の内訳　設備投資額及び減価償却費の内訳 （単位：百万円）

２４，８５５

０

６

６６

２，０８３

５，８０７

２，７５９

１４，１３１

2008年3月期実績

４２，８００

△　４００

－

１００

３，１００

２，３００

１９，２００

１８，５００

2009年3月期

２８，１００３４，２００合　計

△　４００△　４００消去又は全社

－－その他の事業

１００１００建設業

９００１，６００レジャー・サービス業

５，０００２，６００流通業

６，３００１６，６００不動産業

１６，２００１３，７００運輸業

2011年3月期2010年3月期設備投資額

２０，２８１

△　３８４

２８

１３７

１，６８０

３，２００

３，９２９

１１，６８８

2008年3月期実績

２１，７００

△１００

－

－

１，８００

３，２００

３，９００

１２，９００

2009年3月期

２２，８００２２，４００合　計

△１００△１００消去又は全社

－－その他の事業

－－建設業

１，６００１，６００レジャー・サービス業

３，６００３，３００流通業

４，６００４，４００不動産業

１３，１００１３，２００運輸業

2011年3月期2010年3月期減価償却費
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２．新３か年経営計画２．新３か年経営計画 「堅進１２６計画」「堅進１２６計画」 についてについて
　　

2011年3月期2010年3月期2009年3月期

０．０％

△０．５％

０．４％

△０．４％

△０．６％

０．０％

増減率

５５，１３８

２３，８９３

３１，２４５

２３２，７６８

１４２，４２１

９０，３４７

予想

５５，８３８

２４，１１１

３１，７２６

２３４，４９９

１４３，７５５

９０，７４４

予想

１．２％

０．８％

１．５％

０．７％

０．９％

０．４％

増減率

０．１％５５，８０１５５，１３２合　計

０．１％２４，０９３２４，００５定　期

０．１％３１，７０８３１，１２７定期外

旅　

客　

収　

入　

０．１％２３４，３２９２３３，６０５合　計

０．１％１４３，６４７１４３，２７５定　期

０．１％９０，６８２９０，３３０定期外
輸　

送　

人　

員　

増減率予想

2008年3月期
実績

（千人）

（百万円）

鉄道輸送人員と旅客収入の予想鉄道輸送人員と旅客収入の予想
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３．２００８年３月期決算の概要
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３．２００８年３月期決算の概要３．２００８年３月期決算の概要
　　

△　２．５△　１２，７７５５０２，３４８５１５，１２４有利子負債残高

２．３２，６６８１１８，６５６１１５，９８７純資産

△　２．９△　２３，８６９８０６，０２４８２９，８９３総資産

８２．１５，１２３１１，３６５６，２４２当期純利益

１２．７２，１２６１８，９０９１６，７８３経常利益

８．７２，２９８２８，８７３２６，５７４営業利益

△　２．５△　４，７３１１８８，２５４１９２，９８６営業収益

増減率（％）増減額2008年3月期2007年3月期

（単位：百万円）

１）　業績ハイライト１）　業績ハイライト
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３．２００８年３月期決算の概要３．２００８年３月期決算の概要
　　

１８，４９０

△　２４，１８７　

△　８，２２６

２９，８３９

2007年3月期

１７，９１２現金及び現金同等物　期末残高

△　１５，０６９財務活動によるキャッシュ・フロー

△　１９，５４９投資活動によるキャッシュ・フロー

３４，０４０営業活動によるキャッシュ・フロー

2008年3月期

（単位：百万円）

●営業活動によるキャッシュ・フロー

　　税金等調整前当期純利益の増加等により、４２億円の増　　　　　　　　　　　　　　　

●投資活動によるキャッシュ・フロー

　　投資有価証券の売却による収入が前期を大幅に下回ったこと等により、１１３億２２百万円の減　　　

●財務活動によるキャッシュ・フロー

　　長期借入金返済等により、１５０億６９百万円の流出

２）　キャッシュ・フローの状況２）　キャッシュ・フローの状況
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３．２００８年３月期決算の概要３．２００８年３月期決算の概要

（単位：百万円）

２，６６８１１８，６５６１１５，９８７純資産合計

８２９，８９３

５１５，１２４

７１３，９０６

８２９，８９３

６６４，５３７

７１６，１２８

４９，４４５

１９，５８６

１１３，７６５

前期末

(2007年3月末)

△　２３，８６９８０６，０２４負債純資産合計

△　１２，７７５５０２，３４８　有利子負債

△　２６，５３８６８７，３６８負債合計

△　２３，８６９８０６，０２４資産合計

４５９６６４，９９６　有形固定資産

△　４，６５４７１１，４７３固定資産

△　７，８９６４１，５４８　たな卸資産

△　６７８１８，９０８　現金及び預金

△　１９，２１４９４，５５０流動資産

増減額
当期末

（2008年3月末）

　３）　資産の状況　３）　資産の状況
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４．セグメント別の状況



33

-10% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

営業利益

営業収益

　
４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況

南海辰村建設

日電商会

他２社

建設業

南海印刷

南海保険サービス

アド南海

他４社

南海ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ

住之江興業

南海国際旅行

他１６社

南海商事

南海砂利

他５社

南海都市創造

南海不動産

他４社

南海電鉄

南海バス

南海フェリー

他２４社

その他の事業
レジャー・

サービス業
流通業不動産業運輸業

【連結子会社４９社・非連結子会社９社・関連会社６社（うち持分法適用会社５社）】

（※）南海電鉄と南海都市創造は複数のセグメントに重複して含まれます

運輸
８６０

(40.7%）

不動産
３１５

(14.9%）

流通
２５３

(12.0%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
２９８

(14.1%）

建設
３４５

(16.4%）

その他
４０

(1.9%）

運輸
１４０

(48.5%）

不動産
１０９

(37.7%）

流通
２３

(8.3%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
１３

(4.6%）

（注）セグメント間取引を含む　（単位：億円）

　　１）　構成状況　（２００８年３月末現在）１）　構成状況　（２００８年３月末現在）

その他
３

(1.1%）
建設
△０

(△0.2%）
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４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況
　　

△　２．０△　２９２１４，００４１４，２９７営業利益

４．５５０１１１，６８８１１，１８６減価償却費

１３．１１，６４１１４，１３１１２，４８９資本的支出

８５，１２６

４，６９７

３，８６３

３，６８７

３，３１１

１９，４２２

１，４４２

５８，０９７

2007年3月期

△　０．９△　１３１，４２９軌道事業

１．０８８４８６，０１０営業収益

－１，１６３５，８６１消去（セグメント内）

６．４２４５４，１０８車両整備業

△　１．０△　３７３，６４９貨物運送業

△　２５．３△　８３９２，４７２海運業

９．３１，７９７２１，２１９バス事業

１．５８９５５８，９９２鉄道事業

増減率増減額2008年3月期

（単位：百万円） （％）

２）　運輸業の実績２）　運輸業の実績
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４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況

２５．０２，１８１１０，９０２８，７２１営業利益

△　３．８△　１５４３，９２９４，０８３減価償却費

１９７．０１，８３０２，７５９９２９資本的支出

２５，０７８

３９４

５，７８１

１９，６９１

2007年3月期

２５．８６，４８１３１，５６０営業収益

－１７０５６４消去（セグメント内）

１１３．４６，５５８１２，３４０不動産販売業

０．５９２１９，７８４不動産賃貸業

増減率増減額2008年3月期

（単位：百万円） （％）

３）　不動産業の実績３）　不動産業の実績
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４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況
　　

６０．８９０５２，３９３１，４８８営業利益

４０．１９１５３，２００２，２８５減価償却費

△　２２．１△　１，６５１５，８０７７，４５８資本的支出

２６，６１３

１，９２５

３，３４３

１４，７２２

１０，４７２

2007年3月期

△　４．７△　１，２３８２５，３７４営業収益

－△　８６１，８３９消去（セグメント内）

△　６０．０△　２，００４１，３３８建築材料卸売業

△　１２．５△　１，８４２１２，８８０物品販売業

２４．１２，５２２１２，９９５
ショッピングセンターの
経営

増減率増減額2008年3月期

（単位：百万円） （％）

４）　流通業の実績４）　流通業の実績
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４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況
　　

６．３１，７６８２９，８２６２８，０５７営業収益

１２．８１５０１，３２８１，１７７営業利益

△　２５．６△　７１６２，０８３２，７９９資本的支出

１，４１１

２，１０２

３，４７９

１３，６７６

２，６３１

４，９９１

２，４２２

１，９２５

１，０３２

2007年3月期

△　５．４△　１４１２，４８９飲食業

５．８７９２１４，４６８ﾋﾞﾙ管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業

０．２３１，９２８旅行業

１９．１２６９１，６８０減価償却費

－２４２，１２６消去（セグメント内）

１０．０３４９３，８２８その他

３１．０１，５４９６，５４０競艇施設賃貸業

△　２７．６△　６６８１，７５４ホテル・旅館業

△　８．８△　９０９４１遊園事業

増減率増減額2008年3月期

（単位：百万円） （％）

５）　レジャー・サービス業の実績５）　レジャー・サービス業の実績
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４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況
　　

－△　７６４△　４５７１８営業利益

△　３０．５△　１５，１５５３４，５２５４９，６８１営業収益

２０．５１１６６５５資本的支出

１４８

５１

４９，７３２

2007年3月期

△　７．０△　１０１３７減価償却費

－△　６４５消去（セグメント内）

△　３０．５△　１５，１６２３４，５７０建設業

増減率増減額2008年3月期

（単位：百万円） （％）

６）　建設業の実績６）　建設業の実績
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４．セグメント別の状況４．セグメント別の状況
　　

△　７．６△　２５３１２３３８営業利益

△　８．２△　３５８４，０３４４，３９２営業収益

△　８１．３△　２８６３５資本的支出

２６

１４

１，７７９

１，７４０

８８６

2007年3月期

△　３．５△　６０１，６８０広告代理業

９．７２２８減価償却費

－０１５消去（セグメント内）

△　１７．１△　３０３１，４７６その他

０．７６８９３印刷業

増減率増減額2008年3月期

（単位：百万円） （％）

７）　その他の事業の実績７）　その他の事業の実績
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ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先

南海電気鉄道株式会社
〒542-8503　大阪市中央区難波五丁目１番60号
総務室　ＩＲ広報部
ＴＥＬ：06-6644-7125　ＦＡＸ：06-6644-7123
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離することもありえますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。


